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（VDその他の作物栽培地域　　その他の作物としては，こならなど，しいたけ栽培用の
原木に恵まれた対馬全域で，しいたけが栽培されている。とくに，北部の峰・上対馬両町
では，3／4～4／5の農家が，しいたけ栽培を主位作物とし，とくに重要な産物となって
いる。第2位の作物としては，上県・厳原の両町の稲作，豊玉町の麦作，美津島町の肉牛・
豚の畜産がある。なお，厳原は町村合併により併合した西部の佐須地区に広い水田をもつ
ので，稲作部門の農家が多く，1・2位の差は小さい。しかし，その他の町についてはし
いたけ生産部門が過半を占める。
（W）畜産地域　　本地域の広がるところは，生月・宇久・小値賀・三井楽の4町で，い
ずれも島嘆部である。肉牛生産農家が，生月は90％以上，小値賀は100％を占める。一方，
宇久は養豚農家が60％，肉牛農家が40％を占め，三井楽では肉牛生産農家が55％，養豚農
家が35％，残りが養鶏農家である。肉用牛は五島牛・平戸牛として出荷されていたが，近
年は長崎牛というブランド名に統一する方向にあり，市場でめ評価が高くなっている本県
特産品の一つである。次位の作物としては，生月・宇久」小値賀の3町では稲作である。
しかし前2者では畜産が過半を占めるのに対して，小値賀は1・2位の差が小さく稲作も
重要である。また，水田適地が少なく，畑作地帯となっている三井楽では，五島特産の養
蚕が盛んで，1位の畜産との差は小さく，養蚕地域にいれてもおかしくない状況にある。
（Vm）養蚕地域　　五島福江島の溶岩台地など火山地形の発達するところは，桑，牧草，
いも類，たぼこなどの栽培が盛んで，畑作地帯となっている。中でも，台地の広くひろが
る富江町は養蚕農家がもっとも多く，30％を占めるが，第2位から5位までの肉用牛・米・
かんしょ・たぼこの5部門が占める数値の差は小さく，多様な経営農家から構成された町
といえる。
6．むすび
　1985年農業センサスのデータをもとに，修正ウィーバー法によって把握した長崎県の農
業経営型の地域区分の特徴をまとめると，次の通りである。
（1）稲作を主位部門として，これに，果樹・畜産等が加わる地域がもっとも多く，本県
の78市町村のうち，32市町村に達し，もっとも普遍的な経営形態といえる。
（2）しかし，そのほかに，雑穀・いも類・豆類（ばれいしょ・かんしょ），果樹類（みか
ん類・びわ・ぶどう），その他の作物（しいたけ），畜産（肉用牛・豚），工芸農作物（たば
こ），野菜類（はくさい・だいこん・にんじん），養蚕のそれぞれを主位部門とした7地域
がある。その中で，まとまった広がりをみせるものは，いも類，果樹類，畜産，しいたけ
の4部門・4地域で，とくに，いも類の地域には18町が，そして果樹類の地域には12市町
が該当し，トップの稲作とともに，本県の重要農産物部門となっている。
（3）突出した主位部門をもたず，各部門の％が近接し，農業経営型に多様な性格を持つ
市町村が県内全域に散在するが，この類型は，とくに島原半島，福江島，壱岐に多くみら
れる。工芸農作物・養蚕の両部門を持つ地域か，そのいずれかの部門を重要とする地域で，
この傾向は顕著である。
（4）旧炭鉱の島や，耕地が少なく，漁業を基幹産業とした島の町の農業は，いも類を主
位作物としているところがほとんどで，例外は野菜を主とし，いも類を副とする奈良尾町
だけである。
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長崎県における農業の地域的考察（竹内・下山）
注
1）竹内清文：干拓地における農業経営の特質一長崎県諌早干拓地の例一冨田芳郎先生退官記念
　　　　　論文集「開発に関する地理学的諸問題」1959
　　　　　：諫早干拓地入植者の農業経営とその特色　　長崎大学教育学部社会科学論叢20　1971
　　　　　：諫早南部地域における農業の変容　一諌早有喜地区と北高来郡飯盛町の地誌学的考察
　　　　　長崎大学教育学部社会科学論叢36　1987
2）高島町は農業就業人口，農家数ともに0であり，研究対象地域から除外した。
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